
 

１＋２＝３ 

３＋４＝７ 

７＋８＝１５ 

 ： 

というように、Ａ番目までの合計は、Ａ＋１番目の数字より１小さい。 

したがって、１６番目の数字を求めると、２の１５乗なので 

   ２⁵＝３２  ２⁶＝６４  ２⁷＝１２８  ２⁸＝２５６ 

２の１５乗は２⁷×２⁸だから １２８×２５６＝３２７６８ 

１５番目までの和は  ３２７６８－１＝３２７６７ 

                     答え ３２７６７  

説明 

「Ａ番目までの合計は、Ａ＋１番目の数字より１小さい」ことを説明する。 

１＋２＝４－１ で成り立つ。 

Ｎ番目まで上記のことが成り立つとすると、 

 Ｎ番目までの合計をМとすると Ｎ＋１番目はМ＋１ 

 Ｎ＋１番目までの合計は М＋М＋１＝２（М＋１）－１ 

 М＋１はＮ＋１番目の数なので、Ｎ＋２番目は２（М＋１） 

 したがって Ｎ＋１番目でも成り立つ。 

◆問題  

 １、２、４、８、１６、３２…のように、前の数を 2 倍していきます。このと

き１５番目までの和を求めなさい。 


